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はじめに
　ピティリム・アレクサンドロピッチ・ソローキ
ン（Pitirim A. Sorokin = Питирим Александрович 
Сорокин, 1889-1968）は、1889年１月23日、ヴォ
ログダ県ヤレンスキー郡トウリヤ（Турье, Яренского 
уезда, Вологодской губернии、地図①）という村
で生まれた。トウリヤ村は、現在の行政区画でい
うと、コミ共和国クニャシュポゴスツキー区
（Княжпогостский район, Республика Коми）に属
する。外部との交流の少ない寒村であることに関
していうと、百数十年の昔とさして変わるところ
はない。
　幼くして母を亡くしたソローキンは、しばらく
父の仕事を手伝いながら生活をしていた。父の職
業というのは、地方の村々を歩き回って教会や聖
像の修復を手掛ける職人であった。普段は優しい
父であった。だが酒乱の気があった。父の暴行を
機に、ソローキンは兄とともに故郷を離れる決意
をした。兄と２人で聖像修理をしながら、各地を
転々とする。
　そうした理由から、ソローキンは1901年に、よ
うやくパレヴィツィ村（Палевицкой волостей）
で初めての教育を受けた。彼が11歳の時である。
誰から教わったかはわからないが、読み書きはそ
れ以前に覚えていたという。コミ族は識字率が高
いことにかけては、昔から有名であった。
　その後、1903年にガム村（Гамской волостей、
地図②）の中等学校を卒業する。同年８月に、コ
ストロマ州のロシア正教系のフレノヴォ教区師範
学校（Хреновская церковно-учительская семинария）
に進む。成績優良のため、ここでは幸運にも奨学
金を得ることができた。しかし入学後、直ちに社
会革命党員として活発に活動を行った。そのため
1906年には、放校処分となってしまう（写真２、
校舎の壁に掲げられたレリーフ）。これがソロー
キンの人生の、一大転機となった。
　コミ族出身の彼がいかなる環境のもとで育った
のかについては、2015年１月に行った調査で、あ
るていど明らかにしたところである。前回の調査
の目的は、コミ共和国を直接訪れ、ソローキンが
いかなる自然的、文化的な環境のもとで自らの思
想基盤を育んだのかを明らかにすることであっ
た。そこで得た知見の１つが、彼の「よそ者の目
（第三者の視点）」であった。すなわちロシアの寒
村出身者であったからこそ、ソローキンはサンク
ト・ペテルブルク（Санкт-Петербург）に対して
も、あるいは先進文明国であるヨーロッパに対し
ても、あこがれとともに第三者の視点で客観的に
観察することができた、ということである３。
　今回調査したのは、それから後のソローキンの
足取りについてである。依拠した資料は、自伝
『長い旅路』４ 第２部である。そこには、全３章に
わたって、田舎の青年が大都会ペテルブルクへた
どり着くまでの物語がつづられている。あらかじ
め第２部の章題を示しておくと、第４章「サンク
ト・ペテルブルクでの大学入学以前」、第５章「ペ
テルブルク大学学部時代」、第６章「教員になる
準備：1914年～1916年」となる。
　調査は、移動時間を含めて2016年９月10日から
23日までの、13泊14日の日程でなされた。ソロー
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調査旅行関連地図
 
①トウリヤ（現クニャシュポゴスツキー）、②ガム（現ウスチ・ヴィムスキー）、
③ソリヴィチェゴドスク、④ヴェリキイ・ウスチュグ、⑤ヴォログダ、⑥ヤロスラーヴリ、
⑦ベジェツク、⑧モスクワ、⑨サンクト＝ペテルブルク、
⑩ヘルシンキ、⑪ウズベキスタン、⑫タジキスタン
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キンの自伝の記述とは相前後するところもある
が、この調査旅行の日程に沿って、彼の足跡を訪
ねてみることにしたい。
１   本研究は科研費 基盤研究（C）「研究課題：初期ソローキン社会学にみる利他主義研究の萌芽―ロシア
時代の未公刊・新資料の分析」（16K04043）の助成を受けたものである。
２   特に断りがない限り、本稿で用いる写真は、すべて筆者が撮影したものである。
３   吉野浩司、2016、「『長い旅路』のはじまり―ロシア・コミ共和国におけるソローキン研究動向を中心に」
『長崎ウエスレヤン大学地域総合研究所研究紀要』第14巻第1号、71ページ～83ページ。
４   Sorokin, P.A, 1963, A Long Journey: the Autobiography of Pitrim A. Sorokin, College and University 
Press.
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１．サンクト・ペテルブルクの「モスクワ」駅
　今回、主たる調査研究の拠点とした都市は、ロ
シア第二の都市サンクト・ペテルブルク（Санкт-
Петербург）である。
　サンクト・ペテルブルク、この地名は、歴史
上、幾度かの変更を経ている。本来、ピョートル
大帝（Пётр I Великий, 1672-1725）の都という意
味で名付けられたサンクト・ペテルブルクは、帝
政ロシア時代を通じて、ロシアの首都であった。
その後、第一次世界大戦開戦により1914年から
1924年までの期間、ペトログラード（Петроград）
に呼び名が変えられた。それはブルク（都市）と
いうドイツ語風の地名を忌み嫌ってのことであ
る。ロシア語の「都市」を意味するゴーラド
（град）に末尾を改めたのがペトログラードであ
る。さらに社会主義国家が成立した、ソビエト連
邦時代になってからしばらくして、英雄レーニン
の名前にちなんだレニングラード（Ленинград）
が採用された（1924年～1991年）。社会主義体制
が崩壊したのち、国名がソ連からロシアに回帰し
たように、レニングラードもサンクト・ペテルブ
ルクへと旧名に復した５。
　日本から、このサンクト・ペテルブルクへの移
動手段として今回利用したのは、福岡空港に発着
するフィンランドのフィンエアーである。行きは
福岡からヘルシンキまで11時間かけて飛び、その
後、約５時間のトランジットの後、さらに１時間
ほどの飛行で、ペテルブルクのプルコヴォ空港に
到着する。
９月11日（日） 往路
〇 福岡国際空港 ９：30　→　13：55 ヘルシンキ・
ヴァンター国際空港（Finnair 76便）
〇 ヘルシンキ・ヴァンター国際空港　17：55　→
　19：05 ペテルブルク・プルコヴォ国際空港
（Finnair 169便）
９月22日（木） 復路
〇 プルコヴォ国際空港 12：00　→　13：10　ヴァ
ンター国際空港（Finnair 166便）
〇 ヴァンター国際空港 16：30　→　８：00 福岡
国際空港（Finnair 75便）
　筆者にとって初めてとなるサンクト・ペテルブ
ルクは、９月11日の夕刻からのスタートとなっ
た。バスと地下鉄を乗り継いでホテルに向かうこ
とにした。ロシアの交通手段としては、遠距離で
あれば鉄道、近距離であればバス、さらに都市部
であれば地下鉄やトラムが走っている。むろんペ
テルブルクにはそれら全てが備わっている。
　鉄道の駅名は機能的で、行先の地名をつけるこ
とになっている。例えばモスクワ行きの鉄道を利
用したい場合はモスクワ駅、隣国フィンランドま
で鉄路で行きたい場合はフィンランド駅にという
具合に、行き先が、そのまま出発駅の駅名となっ
ている。はじめのうちは戸惑うが、慣れると実に
合理的な名付け方だと感じる。
　ただ、失敗もある。今回初日に泊まるホテルの
近くにモスクワ駅があった。バスの路線図にモス
クワ駅があったので、飛び乗った。思ったより早
く着いたのでおかしいと感じつつ下車した。降り
てから気づいたのだが、そこは地下鉄モスクワ駅
であった。いずれもモスクワ駅なのだが、ロシア
では鉄道の駅はヴァグザールвокзал、地下鉄の駅
をスタンツェアстанцияと使い分ける。またそれ
ぞれの上につくモスクワという地名にも語形変化
がある。地下鉄のモスクワ駅はМосковская станция、
鉄道のモスクワ駅はМосковский вокзал、というぐ
あいに。マスコフスカヤ・スタンツェアとマスコ
フスキー・バグザールを訳すると、同じモスクワ
駅となるのである。
　初めてのペテルブルク入りに、いきなり失敗を
してしまったおかげで交通手段の呼称や乗り方を
マスターできた。交通運賃は概して安価である。
地下鉄やバスに１回乗るごとに、50円ぐらいの感
覚であろうか。特徴的なのが、バスの中で切符を
確認する係の人である。係は不正乗車をしていな
いか、常に目を光らせている。現金で乗車する場
合、運賃を支払うと、その係の人から、紙テープ
状に巻かれた紙を３センチほどちぎって渡され
る。そのテープに切符が印刷されている。むろん
５   本稿では、煩を避けるため、こうした名称変更を考慮せずサンクト・ペテルブルクないしその略称ペテ
ルブルクに呼称を統一した。ペテルブルクの歴史に関しては、下記のアレクサンドル・マルゴレス
（Александр Марголис）の記事が、たいへん有益であった。例えばソローキンが住んだアパートなどの
住所まで示してある。Александр Марголис. Очерки Града Петрова （13）. Петербуржцы: историк И.М. 
Гревс （1860-1941）; социолог П.А. Сорокин （1889-1968） ? Когита!ру. なお彼の近著に『ペトログラード
―歴史と現代』がある。Александр Марголис, 2014, Петербург : история и современность, Избранные 
очерки.
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バスカードもある。その場合、正しく機械にかざ
したのかどうかをチェックするのも係の役目であ
る。混雑していても見分けられるよう、専用の機
械を携帯して車内を行き来して、不審な乗客を見
張っている。運賃が安いにもかかわらず、これほ
どまでに無銭乗車の取り締まりが厳しいのか、と
いうことがひどく印象に残った。
　最初に宿泊するホテルは、５連泊する拠点とな
る場所だから、慎重に選んだ。モスクワ駅からホ
テルまでは、10分程度の距離のはずだったが、日
が暮れている上に、慣れない土地であることか
ら、道に迷ってしまった。さいわい夜道を歩いて
いても治安の悪さを感じることはなかった。着い
た頃には、22時を回っていた。かなり遅れての
チェックインであったが、ホテルのフロントも普
通に応対してくれた。その日は移動の疲れから、
ぐっすり眠った。
２．ソローキンがペテルブルクにたどり着くまで
　ソローキンはペテルブルクに来るまでの一時
期、叔父ミハエルと叔母アンナの住むヴェリキ
イ・ウスチュグ（Великий Устюг、地図④）にい
た。フレノヴォ師範学校を放校されて後のことで
ある。そこでのカリストラト・ファラレヴィチ・
ジャコフ（Каллистрат Фалалеевич Жаков, 1866-1926）
との運命的な出会いにより、帝政ロシアの首都サ
ンクト・ペテルブルクへの上京を決意する６。
ジャコフはコミ出身の人類学者で、ペテルブルク
に新設された心理精神研究学院の教授をしていた
（詳しくは、下記の要旨を参照）。
　「第三者の視点」から見た新興都市ペテルブル
クとは、どのような都市であったのか。また、そ
こで行われていた学問は、彼の目にどのように映
じたのか。自伝『長い旅路』第４章「ペテルブル
クの大学時代以前」に依りつつ、まずはそのあた
りの事情から振り返っておくことにしたい。
〔要旨〕 『長い旅路』第4章　ペテルブルクの大学時代以前
　1907年９月のある朝のこと、ソローキンはペ
テルブルクへ向けて旅立つ決意をする。ウスチ
＝ヴィムスキー（Усть-Вымский、地図②）に
ある村リミヤ（Римья）の港から、船出する。
途中、ヴェリキイ・ウスチュグ（地図④）に住
む、叔父と叔母のもとを訪ねる７。
　リミヤからヴォログダまでの船旅には、もっ
とも安価な蒸気船クプチク（Купчик）を利用
した。この小船では、ヴォログダ港まで６日間
を要した。その後、ヴォログダからは、ようや
く鉄路に切り替えることができる。ペテルブル
クまでは鉄道が走っていた。
　ここでの鉄道の旅のことを、彼は「汽車に
乗った『野うさぎ』」と諧謔を交じえて表現し
ている。ここでいう「野うさぎ（зайцевые）」
とは、いったいどういう意味なのだろうか。現
代のロシア語でも「野うさぎで電車移動をする
（проехать на поезде зайцем）」といえば、「汽車
の乗り逃げをする」という意味になる。野うさ
ぎ、つまり無銭乗車でソローキンはペテルブル
クまで行ったのである。彼はほんのわずかのお
金しか所持していなかったからだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　むろん、車
掌はうさぎ狩り
に目を光らせ
る。あえなくソ
ローキンは、車
掌に見つかって
しまった。ただ
ソローキンが幸
運であったの
は、車両掃除の
仕事をするとい
う約束で警察に突き出される難を逃れたことで
６   ソローキンの伝記的記述に関しては、一般に『長い旅路』が用いられることが多い。しかし1909年３月
３日に書かれた、ソローキンの手になる略歴が、ヴォログダ公文書館で発見されている。短文ながら
も、この略歴はペテルブルク大学入学直前までの「近況」を描き出している点で、見逃せない貴重な記
録である（Фонд 234. Опись 1. Дело 62. Листы 25-26 // Велико-Устюгский филиал, Вологодского областного 
государственного архива）。ジャコフとの出会いが、ペテルブルクに出る以前のことであったことは、
この短文にしか書かれていない。
７   地名にあるウスチというのは、ロシア語のウスチエ（Устье）すなわち「河口」を意味している。ロシ
アでは河口に港町がさかえる。そこで河口にある街の名前にウスチの語が数多く用いられる。
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ある。車掌の手伝いをしながら、ソローキンは
ペテルブルクにたどり着くことができた。
　サンクト・ペテルブルクでは郷里の友人パ
ヴェル・ココフキン（Павел Коковкин）８ を頼っ
た。ペテルブルクでの学びは、まず夜間学校
チェルニャエフ・コース（Черняевские курсы、
写真チェルニャエフ・コースの学生証、後述の
マリーナ氏提供）から始まった。自らも教鞭を
とった校長のチェルニャエフ（Александр 
Сергеевич Черняев, 1873-1916）は、ヴォログ
ダ出身の知識人であった。ただし夜間学校とは
いっても、かなり高度な教育がなされていた。
古典から現実科学までの高度な学問に触れ、ソ
ローキンは知的好奇心を駆り立てられた。教授
陣の中には、ペテルブルク大学から教えにくる
教授もいた。わけても初期のソローキンに圧倒
的な影響を与えたベフテレフ（Владимир 
Михайлович Бехтерев, 1857-1927）やジャコフ
がいたことは、忘れてはならない。
　自伝には、ジャコフに関する比較的詳しい記
述がある。それによるとジャコフはコースでの
授業の他に、彼が主催する「文学夜会」も開い
ていた。ソローキンはその会に参加したり、
ジャコフの主導する人類学的調査の手伝いをし
たりするなどして、ジャコフと親密な関係を築
くことができた。もう一つ、このジャコフが主
催する夜会で注記すべきことがある。それは、
この文学夜会で、女学校に通う美しい女性と知
り合いになったことである。この女性が、後
年、妻となるエレナ（Елена Петровна Баратынская, 
1894-1975）であった９。
　同じ時期、フレノヴォ師範学校の後輩の１人
も、ペテルブルクの夜学に移ってきた。それが
後に世界的な経済学者として名を残すことにな
る、ニコライ・コンドラチェフ（Николай Дмитриевич 
Кондратьев, 1892-1938）である。ソローキンと
彼は、同郷の徒として同居した。コンドラチェ
フは、1927年にミネソタでソローキンと面会し
たのを最後に、ロシアで亡くなっている。ス
ターリン政権下での処刑であった。
　1909年２月、叔父と叔母の住むヴェリキイ・
ウスチュグ（地図④）へ引きこもる。６月にあ
る大学受験資格を得るための試験に備えるため
だった。この試験にソローキンは優秀な成績で
通過することができた。それにより、彼はどこ
の大学を受けてもいい身分になった。試験を受
けた後も、ソローキンはこの地で数ヶ月を過ご
した。そこで生涯の友となるペトル・ジェパロ
フ（Петру Николаевичу Зепалову, 1892-1918）
やヴァシリ ・ーボガティレフ（Василий Богатырев）
とも出会っている。特にジェパロフは、ソロー
キンと同じペテルブルク大学法学部で学んだ。
反ツアリー思想を表明していたトルストイの死
に寄せて書いた一文が当局の目に留まり、ジェ
パロフは大学を退学処分となる。その後は、モ
スクワ大学法学部へ転じる。しかし、革命後の
1918年10月にＫＧＢの手により処刑された。ソ
ローキンは『社会学システム』を、ジェパロフ
に捧げている10。
　こうしてヴェリキイ・ウスチュグ（地図④）
での充実した日々を送ったソローキンは、1909
年９月、この地を後にする。
８   自伝のロシア語訳者をはじめ多くの学者が、正式な名前はパヴェルではないとしている。正しくは、
ヒョードル・ニコラエヴィチ・ココフキン（Фёдоре Николаевиче Коковкин）であるとしている。П. 
Сорокина, 1991, «Долгий путь» назван Павлом.
９   彼女はセバストポリ女子高校を卒業後、ペテルブルクに出て、そこでソローキンと知り合った。通った
大学は、1878年から1918年まで開かれていた学校ベスチュジェフスキー・コース（Высшие женские 
Бестужевские курсы в Санкт-Петербурге）である。ここはロシア初の女子大学で、彼女はこの大学を
1917年に卒業する。ちなみに彼女は生物学を学んでおり、ソローキンとともに亡命した後、1925年にミ
ネソタ大学で博士号を取得している。
10   ソローキンとジェパロフの関係については、後述のレオニード氏の詳細な記録がある。Панов, Леонид 
Сергеевич, 1993, “Великий Устюг в жизни и творчестве Питирима Сорокина,” Бысть на Устюзе, Историко-
краеведческий сборник, Вологда: «ЛиС» С. 110–117: ил.
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　さて、今回の調査旅行の目的は、その道をたど
ることを目的としている。つまり彼が故郷からボ
ロ船でヴォログダへと向かい、そこで汽車に乗り
換えてサンクト・ペテルブルクに入った、その足
取りを追うこと、それがこの調査旅行の目的であ
る。
３．壁を埋め尽くす古書の壁
　９月12日朝、さっそく今回の調査の１日目が始
まった。サンクト・ペテルブルク大学付属図書館
を訪れることになっていた。
　サンクト・ペテルブルク大学といえば、ソロー
キンが卒業した大学（1910年から1914年まで法学
部に在籍）であり、また教鞭を執った大学でもあ
る。何より社会学部を設立したメンバーの１人が
ソローキンであった。筆者にとって、憧れの場所
である。1910年代当時を思い起こすと、コヴァレ
フスキ （ーМаксим Максимович Ковалевский, 1851-
1916）やペトラジツキ （ーЛев Иосифович Петражицкий, 
1867-1931）やドロベルチ（Евгений Валентинович 
Де Роберти, 1843-1915）といった、世界に名だた
る社会学者が顔を揃えていた。現存する朱塗りの
壁の校舎は、当時の面影を今に伝える。大学付属
図書館は、その２階にある（写真）。
　本日、案内役を務めてもらうのは、ペテルブル
ク大学準教授マリーナ・Ｂ・ロマノソーヴァ氏（次
節で紹介する）である。彼女と大学の門の前で待
ち合わせをしていた。時間通りに現れた彼女と、
初対面の挨拶もそこそこに、図書館へと向かう。
18世紀以前の文献とおぼしきアンティークと化し
た古書が、廊下の片方から、かなり遠くのもう一
方の突き当りまで、惜しげもなくびっしりと展示
されている。まさに圧巻の陳列であった。
　マリーナ氏は、司書のリュドミラ・アレクサン
ドロヴナ（Людмила Александровна）氏に、「ソ
ローキン関連図書を見に、日本から研究者がやっ
てきた。見せていただくことは可能か」と交渉し
てくれた。特別のはからいで、許可を得ることが
できたが、100年前の貴重本でもあり、また幾つ
かに分けて保管されているとのことで、後日改め
て来るようにと指示を受けた。
　図書館で文献を探す場合、現在はウェブ上での
検索が可能である。しかし、ここの古い図書カー
ドも見せてもらうことにした。ソビエト時代の大
学院生が書いた、ソローキンを批判する博士論文
などもあり、大変、興味深かった（写真）。
　その後、マリーナ氏に大学校内を案内してもら
う、ソローキンが講義したことのある教室は、図
書館の棟、それから裏手にある棟にある。裏手の
建物は、入ってはみたものの、あいにく修復工事
中で、さすがに教室まで立ち入ることはできな
かった。ソローキン時代の建物であっただけに、
入れなかったのは心残りであった。
　次に向かったのは、プーシキンの家博物館
（Музей-квартира А. С. Пушкина）である。この博
物館は、マリーナ氏がサポフ氏との共同調査で、
ソローキンが書いた未公開資料を発見した場所で
ある。その資料というのが、ソローキンが亡命直
前に知り合いの出版社に渡したという原稿であ
る。この発見は、「ソローキン著『予兆』―政治
的混乱に巻き込まれた社会学者の自伝的小説」
11 という論文にまとめられている。原稿『予兆
（Предтеча）』は、結局、出版されることなく、こ
の博物館の書庫に保管されていた。所蔵資料の中
11   Ломоносова М. В., 2016,  «Предтеча» Питирима Сорокина. Автобиографический роман социолога, 
вовлеченного в водоворот политики // Социологические исследования, № 5. С. 134-140.
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には、この原稿の他、詩や文学的な作品も含まれ
ているという。社会学者としてのソローキンとは
また別の一面が、マリーナ氏の発見により明らか
となった。
　その後、ソローキンが住んでいたというアパー
ト（住所はNo 31 по 8-й линии Васильевского острова）
に立ち寄った。アパートの壁面には、モニュメン
トの石碑（写真）が埋め込まれていた。碑文に
は、「1918年から1920年まで住まう、偉大な思想
家、20世紀の社会学者ピティリム・ソローキン」
とある。アパート内部の間取りなども見学した
かったが、入ることは断念した。
　ソローキンにとってペテルブルクでの学生生活
とは、どのようなものだったのだろうか。何を学
び、どのような活躍をしたのか。ふたたび彼の自
伝に依りながら、そのことを確認しておくことに
しよう。
〔要旨〕 『長い旅路』第５章　ペテルブルク大学学部時代
　1909年秋、ソローキンは心理精神研究学院
（Психоневрологический институт）に入学する。
ここでは、コヴァレフスキーやドロベルチら
が、新興の科学であった社会学の講義を行って
いた。そのことが、ソローキンをこの学校に進
ませた最大の理由である。ただ通学のために、
ソローキンは徒歩で２時間の距離を歩かなけれ
ばならなかった。それで出席する講義の選定
は、かなり慎重を期したのだという。
　さいわい当時のロシアの大学教育のやり方
は、たいへん自由であった。出席確認や定期試
験あるいはレポートなどはなかった。ただし、
それは単位の認定が容易であったということを
意味しない。出席や定期試験の代わりに、膨大
な文献リストが与えられたという。受講生は、
それらの本をかたはしから読破しなければなら
なかった。
　そこでソローキンは、「自らに課すルール
（self-imposed rule）」を定めた。第一に、自分が
講義に出席する条件として、その講義が真に独
創的で価値あるものだと認めた場合。第二に、
その講義で話される内容が未発表・未刊行のも
のであること。そうした場合に限り、ソローキ
ンは長い時間をかけて講義に出向くことにし
た。一例を挙げよう。当時、研究学院には、ペ
トラジツキーによる有名な法学講義があった。
ソローキンも尊敬してやまないペトラジツキー
の講義である。それにもかかわらず、彼は出席
しなかった。なぜだろうか。理由は簡単であ
る。そのペトラジツキーの講義内容は、『法お
よび道徳研究序説（Введение в изучение права 
и нравственности）』その他の著作に書かれてい
たからである。本来であれば、週三回の講義を
１年間受講し続けなければならない。しかし、
ソローキンは、彼なりのルールを行使し、講義
を聴く代わりに、これらの著作を２週間かけて
熟読し、自家薬籠中のものとしたとしている。
　もちろん、いくら熟読しても、難解なとこ
ろ、疑問に思うところは出てくるだろう。そう
した時には、直接会って質問をするのだとい
う。ソローキンはしばしば著者のもとを訪ねる
ようにした。多くの教員は、質問に快く耳を傾
けてくれたという。そうして親交を深めた学者
の代表がペトラジツキーをはじめ、ドロベル
チ、コヴァレフスキー、ベフテレフといった当
時一流とされていた学者たちであった。これら
の親交により、ソローキンは才能を評価され、
コースの助手、あるいはリサーチアシスタント
に選出された。またレスガフト大学（Университет 
Лесгафта）の助手にも任命された。
　こうした理由から、ソローキンの暮らし向き
はよくなった。その結果、かねてより同居して
― 12 ―
寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
いたニコライ・コンドラチェフとともに、いく
らか広いアパートに引っ越すことができた。
余った部屋については、女子大学（Бестужевские 
курсы）に通う学生２人、それからオペラ団体
（Нородный дом）に所属する女性１人に間貸し
することにした。コンドラチェフとソローキン
は、その気さえあれば、さらに稼ぐことはでき
たが、自分の時間の方を大切にした。そして残
りの時間は、社会革命党の運動に加わり、ツア
リー打倒のための活動に充てた。社会革命党の
基本的なスローガンは、思想家ラヴロフ（Пётр 
Лаврович Лавров, 1823-1900）のいう、「批判的
思考と倫理的責任のある人間」であったという。
　1910年晩春、サンクト・ペテルブルク大学へ
と移ることができた（写真、大学のエントラン
ス）。夏休みには、ウスチュグ（地図④）とリ
ミヤ（Румия）に遊んだ。この時ソローキン
は、コミ族およびコミ文化に関する人類学的調
査を行った12。ペテルブルクに戻ったのは９月
である。
　ペテルブルク大学での社会学講義は、法学部
（Юридически факултет）のコースの中で扱わ
れていた。教授陣の中には、歴史学者コヴァレ
フスキー、法学者ペトラジツキー、経済学者
トゥガン＝バラノフスキキー（Михайло Туган-
Барановський, 1865-1919）らが名を連ねてい
た。そうした多様な分野の優れた教師に囲まれ
て、ソローキンは学ぶことができた。
　後年彼は、これらの教授たちから、各種雑誌
の編集を依頼されている。ドロベルチからは
『社会学の新思潮（Новые идеи в социологии）』、
ペトラジツキーからは『法学の新思潮（Новые 
идеи в правоведении）』、またベヒテレフ（Владимир 
Михайлович Бехтерев, 1857-1927）からは『心
理学・犯罪学・人類学・催眠学ジャーナル
（В е с т н и к  п с и хо л о г и и ,  к р и м и н а л ь н о й 
антропологии и гипноза）』の共同編集を頼まれ
た。
　1910年11月20日、トルストイ死す。ペテルブ
ルクの各地で、追悼集会が執り行われた。これ
は反ツァーリ学生集会の意味合いもあった。そ
の１つに参加したソローキンは、追悼文13を読
んだ。そのため彼は警察に捕まえられてしま
う。1911年１月のことである。このときは病気
の友達を見舞うという口実の下、イタリアに逃
れ、逮捕を免れることができた。これがソロー
キンにとって初めてのヨーロッパ体験となる。
ニースやモンテカルロを歴訪し、立ち寄った
ウィーンでは、1908年に出されたジンメルの
『社会学－社会の形式に関する研究（Soziologie: 
U n t e r s u c h u n g e n  ü b e r  d i e  F o r m e n  d e r 
Vergesellschaftung）』を購入するなどした。
　帰国後、ソローキンは卒業試験を受けなかっ
た。反ツァーリの意思表示だという。そうした
経緯もあって、1913年３月、夕方おそく、秘密
警察がソローキンを捕まえにきた。この時ばか
りは、逃げることなく収監を覚悟した。ソロー
キンにとってはツァーリ政権による最後の投獄
となった。留置所でマーク・トウェイン（Mark 
Twain, 1835-1910）の『ミシシッピの生活（Life 
on the Mississippi）』を読んだことで、アメリカ
に対するイメージが膨らむ。しかし、まさか後
年、自分が亡命し住むことになるなど、想像だ
にしなかった。出獄後、刑務所内での見聞を盛
り込んだ研究書『罪と厳罰（Преступление и 
кара）』（1913年刊行）を出版することで、1914
年に大学を第一級の成績で終えることができ
た。そして、これに続く２年の間に、ソローキ
ンは社会学の教授となるための準備を整える。
12   前回の調査をまとめた拙稿において、筆者は、このソローキンのコミ族に関する民族誌調査についても
触れている。吉野浩司, 2016,「『長い旅路』のはじまり－ロシア・コミ共和国におけるソローキン研究
動向を中心に」『長崎ウエスレヤン大学地域総合研究所研究紀要』第14巻第1号, 71頁～83頁.
13   とはいえ、そこまで過激な内容の文章であったというわけではない。ソローキンのトルストイ論につい
ては、拙訳がある（吉野浩司（訳）, 2016,「哲学者としてのЛ.Н.トルストイ」『長崎ウエスレヤン大学
現代社会学部紀要』第14巻第1号, 53頁-65頁）。
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４．マリーナ氏宅での資料閲覧
　ここで、ふたたび
現地調査の報告に戻
り、現在のペテルブ
ルク大学社会学部の
状況をここで紹介し
ておきたい。今回
の、ペテルブルクで
の調査および公開講
義を全面的にサポー
トしてくれたのは、
ペテルブルク大学社
会学部准教授マリー
ナ・Ｂ・ロマノソーヴァ（Марина Васильевна Ломоносова、
写真）氏である。
　彼女のことは、かねてより文献で知っていた。
先述のように、ロシア時代のソローキンの事績の
中でも、ほとんど知られることのなかった初期の
小説を探し当てるなど、地味ではあるが堅実な、
ロシアのソローキン研究の中でも群を抜く業績を
上げられていた。簡単に彼女の略歴と研究歴を紹
介すると、下記の通りである。
1997年　 スイクティフカル大学卒業（社会福祉学
科専攻）
1998年　 サンクト・ペテルブルク大学社会学研究
科入学（～2001年）
2001年　 サンクト・ペテルブルク大学社会学理論・
社会学史学部　助手就任（～2006年）
2006年　 サンクト・ペテルブルク大学　博士号取
得（社会学）
2006年～現在　 サンクト・ペテルブルク大学社会学
理論・社会学史学部　准教授就任
　９月13日、この日はマリーナ氏宅で、彼女が収
集した資料を閲覧させてもらうことになってい
た。ソローキン未発表の小説や詩の類、あるいは
新聞記事などの蔵書・コピーを見せてもらった。
その中で、とりわけ興味深かったのは、旧ソ連時
代のKGBの極秘文書である。これは共産党員の
手になる、痛烈なソローキン批判である（写真、
マリーナ氏提供）。1922年に亡命したソローキン
が、旧ソ連の時期にあたる1960年代に、どのよう
な扱い方をされていたのかなどを知る手がかりと
なる、貴重な資料である。
　マリーナ氏とは、かなり細かな話をすることが
できた。現在、スイクティフカルのソローキン研
究所が進めている全集を見ても、あるいは昨今の
ソローキンの著作目録を見ても、1910年からの文
献しか記載されていない。ソローキンの執筆・刊
行の年代は、あと３年ほどさかのぼり、1907年に
設定しなければならない。それがマリーナ氏の主
張である。むろん、その根拠となるような発掘、
紹介の仕事が、マリーナ氏の現在の課題の１つと
なっているのはいうまでもない。
　なお、筆者が今回の調査地として予定していた
ヴォログダへも、昨年すでに彼女は調査をすませ
ていた。結論からいうと、地方史文書館や図書館
では、これといった資料は見つからなかったそう
だ。そのこともあったのだろう、「あなたのヴォ
ログダ調査旅行の目的は何か」と尋ねられた。筆
者は、コミ共和国からヴォログダへの船旅の船着
場を確認することと、ソローキンが無銭乗車した
鉄道の道をたどること、この２つの目的を告げ
た。
　マリーナ氏のアパートへ向かう途中、ペテルブ
ルク郊外の新興住宅の建築現場について思うとこ
ろがあった。訪問した時も、マリーナ氏宅の近隣
では、高層マンションの建築が進められていた。
そこで目にした光景が忘れられない。それは工事
現場の敷地内に積まれたコンテナである。マリー
ナ氏の説明では、ウズベキスタン（地図⑪）やタ
ジキスタン
（地図⑫）か
ら来た出稼ぎ
労働者の仮設
住居だとい
う。夏であろ
うが冬であろ
うが、冷暖房
設備のないそ
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のコンテナの中で彼らは過ごしているらしい。そ
して建築中の建物が完成したら、また別の場所へ
とコンテナごと移っていくのだという。過酷な労
働の現場である。これらウズベキスタンやタジキ
スタンから来た労働者の中から、市民権を得て、
恵まれた人生を送れるようになる人が、はたして
幾人いるのだろうか（写真、マリーナ氏宅から見
下ろす建設現場。下の方に居住用のコンテナが並
ぶ）。
　現代のグローバル化社会は、「社会移動（social 
mobility）」の多い時代であるといわれる。しかし
それは、水平移動すなわち地理的な移動のみを念
頭に置いて語られているのではないだろうか。垂
直移動、すなわち階層の移動の方は、かえって少
なくなったのが現代という時代ではないだろう
か。ソローキンが『社会移動』14 を書いた当時
は、垂直と水平の双方の社会移動が、それなりに
活発に行われていた。階層を転倒させるような革
命現象が起きたロシアでの出来事を、身をもって
経験したのもソローキンである。人々の平等性を
保証するものとしての「社会移動」、という考え
方を彼は有していた。貧しい寒村出身者であった
ソローキンは、大都会へ出て、さらには国外へと
移り住んで、世界的に著名な大学教授となった。
確かにそこまで上り詰めるためには、ソローキン
が、人並み外れた能力を持ち、想像を絶する努力
をしたことは間違いないだろう。しかし、それを
可能たらしめたのは、かつてのロシアに存在し
た、「社会移動」だったのではないだろうか。
　ウズベキスタンやタジキスタンからの出稼ぎ労
働者の実情を見て、ソローキン研究者として、そ
うしたことを深く考えさせられた一日であった。
５．ペテルブルク大学社会学部での公開講義
　現在、サンクト・ペテルブルク大学社会学部の
キャンパスは、先日訪れた図書館のある本館の場
所とは違うところにある。ペテルブルクの西北部
に、スカイブルーと白のコントラストが美しい、
スモーリヌイ大聖堂（Смольный собор）がある。
その左隣が、社会学部があるキャンパスである。
この大聖堂と同じ色彩を使い、そこに溶け込むよ
うに建っているのが印象的である（写真：中央が
スモーリヌイ大聖堂、左側が社会学部のある建
物）。
　９月15日は、ペテルブルク大学の学生向けに公
開講義を依頼されていた。少し早めに着いたが、
アサラン・ボロノーエフ（Асалхан Ользонович 
Бороноев）名誉教授（写真、アサラン氏の研究
室。頭上にコヴァレフスキーの肖像画が飾られて
いる）が出迎えてくれた。
　　　　　　　　　　　　　バイカル出身で、シ
ベリア研究の大家でも
ある。他方、コヴァレ
フスキー学会名誉会長
を務めている。すでに
触れたコヴァレフス
キーについていうと、彼はもともと古代史家とし
て著名で、ペテルブルク大学の法学部で教えてい
た。その彼が、ペテルブルク大学社会学部の、有
力な創設メンバーとして名を連ねている。アサラ
ン氏は、そのコヴァレフスキーに関する論文も多
数、手がけている。そして何より、ロシア革命で
ついえてしまった社会学部を、1998年に再建した
のも、このアサラン氏である。
　日本語は解されないで
あろうと知りつつも、拙
著『意識と存在の社会
学』（2009年、昭和堂）
を差し上げた。ロシア時
代を扱っていたこと、写
真をふんだんに盛り込ん
でいたこともあって、興
味を持っていただいた。
アサラン氏からは、社会
学部の雑誌『社会学理論
の問題性（Проблемы социологические теории）』
の編集者でもあることから、最新号にサインをし
て献本していただいた（写真、書き込みに「吉野
氏の協力を期待します」とある）。おまけに、投
稿する論文があったら、いつでも送ってくださ
い、と宿題も与えていただいた。
　そうこうするうちに、ペテルブルク大学１年生
14   Sorokin, P.A, 1927, Social mobility Harper & Brothers.
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
約30名を前に、特別講義を始める時間となる。最
初にアサラン氏による開講の挨拶があり、それに
続き、マリーナ氏の司会で講義は進められた。筆
者が用意したのは、「日本におけるソローキン研
究―報告者の研究経歴をふまえつつ」というテー
マの講義であった。公開講義の話をいただいたと
きは、10年以上前に書いた拙著論文15 を下敷きに
して話すつもりであった。しかし、このさい、そ
の後の研究史の蓄積についても補充しておいたほ
うがいいだろうし、各年代の特色や、日本社会学
における研究の特徴を明らかにしておいたほうが
いいと考えた。そのためには、ロシアの研究史と
の比較を試みてみるのも良いかと思い、いくつか
の文献にあたった。大いに刺激を受けたのは、モ
スクワの国立研究大学高等経済学院に提出された
ラジェブナヤ（Лазебная Ксения Павловна）氏の
博士論文「Ｐ．Ａ．ソローキンの著作における象
徴理論―歴史的・社会学的分析」である。特に本
博士論文の附論に載せられている詳細な文献リス
トは16、ロシアにおけるソローキン研究史を、か
なりのところ洗い出してくれている。この文献に
触発されたことにより、講義の中で、少しは有意
義な主張ができたのではないかと思っている。そ
の主張内容は、あらまし下記の通りである。
　ロシアと日本のそれぞれのソローキン研究史を
比較した結果、分かったことがいくつかある。第
１に、日本の研究は、数こそ少ないが継続的に進
められていること。逆にロシアは、現在までに多
数の研究論文が書かれてきたが、旧ソ連時代に大
きな断絶があること。第２に、旧ソ連の崩壊、わ
けても2000年代以降に、ソローキン研究が激増し
ていること。さらに第３に、日本の研究ではソ
ローキンの農村社会学が高く評価されているのに
対して、ロシアではこの方面での研究に乏しいこ
と、などである。
　こうした内容の話を、日本人を見るのも初めて
だという学生向けに、40分ほどレクチャーした
（写真、ペテルブルク大学の学生向けの講義風景
〔2016年９月15日〕）。質疑応答では、ソローキン
研究に関する質問ばかりではなく、多様な質問が
出てきた。例えば、「社会学を学ぶと、どのよう
な職に就けますか」、「アメリカ社会学をどう思い
ますか」、「北朝鮮への良い対応は何ですか」など
である。なかなか答えづらい質問も多く、若い学
生の知的好奇心の旺盛さが印象に残った。
　講義の終わりに、「ロシア人の間では、ソロー
キンの農村社会学への関心が少ない。それはなぜ
かを、よく考えてみてください。そこにロシアの
国としての特徴があると思うのですが。これは私
たちの宿題にしましょう」と述べて、結びの言葉
とした。
　ロシアの大学は、９月から新学期が始まる。と
いうことは、入学したての新入生を相手に授業を
したことになる。講義と質疑応答は、英語で行っ
たが、時折、マリーナ氏がロシア語で通訳と解説
をしていただいたおかげで、スムーズに講義を終
えることができた。熱心に講義を聞いてくれた学
生の約半数は、英語での講義を理解し、質問をす
ることができた。ソローキンの名前ぐらいは知っ
てはいるが、著作を手に取って読んだことは、ま
だないという。今後、大いに勉学に励み、この学
生の中から立派なソローキン研究者が育ってくれ
ればいいな、という期待が膨らんだ。
６．ペテルブルク大学付属図書館の貴重コレクション
　翌16日の朝、ふたたび付属図書館を訪れた。む
ろん、ソローキンの貴重コレクションを見せても
らうためである。事務室に行くと、数十冊の著作
が重ねられていた。半分ほどは筆者も所蔵してい
るものがほとんどで、それほど珍しくはない。し
かし、決定的に違っているところがあった。それ
は、それらの本の一冊一冊が、ソローキン本人か
ら送られたもので、しかも彼の書き込みや署名が
なされていることである。アメリカに亡命した彼
は、後年、母校であるペテルブルク大学に自らの
15   吉野浩司、2001、「日本におけるソローキン研究―書誌学的考察」『一橋研究』第25巻第4号、99ページ
～131ページ。
16   https://www.hse.ru/data/2013/10/24/1275791067/Dis_Lazebnaya.pdf （2016年12月９日閲覧）
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
著作および蔵書の一部を寄贈した。その自著のコ
レクションが、これにあたる。来るまでは、どう
いうコレクションがあるかも知らず、時間にも限
りがあったため、ざっと目を通すのが精いっぱい
であった。次回は、ぜひとも書き込みを、ゆっく
り点検してみたいという思いに駆られた（写真、
ペテルブルク大学図書館事務室にて）。
　図書館からいた
だいた資料のなか
に、数年前に開催
された、20世紀初
頭のロシア社会学
の展示会の記事が
あった。また2016
年11月には、「コヴァレフスキーにちなむ社会学
会成立100周年（к 100-летию Русского социологического 
общества имени М.М.Ковалевского）」シンポジウ
ムの開催にあわせて、同様の展示コーナーが開設
されるとのことであった（写真、実際に展示コー
ナーが開設された。ペテルブルク大学図書館提
供）。
　それにしても、今
日、案内役を務めて
もらったマリーナ氏
を見ていて、改めて
痛感したことがあ
る。それは彼女のよ
うな研究、すなわち
未公開資料、手書き
の原稿などを収集・
整理したり、新聞記
事を集めたりという
作業は、やはりその国の人でなければ、なかなか
手がつけられない研究である、ということであ
る。その作業の途方もなさに無力を感じないでは
ない。しかし、むしろ彼女らのような現地のソ
ローキン研究者との、共同研究の可能性への期待
が膨らんだことに喜びを感じたのも事実である。
日本では得難い頼もしい研究仲間ができたこと
が、ペテルブルクでの何よりの収穫であった。
　この日の午後、筆者は、高速鉄道サプサン
（Сапсан＝ハヤブサの意）でサンクト・ペテルブ
ルクのモスクワ駅から、モスクワのレニングラー
ド駅へと向かった。約３時間半の乗車時間で、
あっという間に首都モスクワに到着した。
７．アレクサンドル氏との再会と古書めぐり
　モスクワでの第１日目、９月17日は、旧知のア
レクサンドル・ユリエヴィチ・ドルゴフ（Александр 
Юрьевич Долгов）氏と会う約束の日である。ロ
シア語では苗字ではなく名前で呼び合うのが習わ
しである。彼の場合は、ドルゴフではなくアレク
サンドルと呼ぶ。さらに親しくなると、アレクサ
ンドルがアーシャと愛称になる。今回は、その
アーシャで通した。
　モスクワ訪問の目的は、彼の職場であるロシア
科学アカデミー情報科学研究所社会科学部門
（Институт научной информации по общественным 
наукам РАН、通称イニオンИНИОН）と、そこで
の彼の近況を紹介してもらうことであった。しか
し、2015年1月30日の火災発生により半壊してし
まっている。建物の再建は政府により約束されて
はいるが、いまだ仮設事務所での仕事を余儀なく
されているとのことであった。やむなく、今回
は、イニオンへの訪問は断念せざるをえなかった。
　アレクサンドル氏の近況を聞くと、ソローキン
顕彰の勢いが盛んなスイクティフカル大学での国
際会議に参加した他は、さしたる研究の進展はな
いそうである（写真、中央が写真を提供してくれ
たアレクサンドル氏、右側の女性は先述のラジェ
ブナヤ氏）。
　国際会議というのは、９月８日から10日の期間
にスイクティフカルで開催された国際会議「ピ
ティリム・ソローキンと21世紀のグローバルな開
発パラダイム」のことである17。この会議には、
先述のマリーナ氏およびラジェブナヤ氏も参加し
ている。大会プログラムに目を通すと、議題とし
て下記のようなテーマが並んでいる。
17   8–10 сентября 2016 г. в Сыктывкаре состоялась Международная научная конференция «Питирим Сорокин 
и парадигмы глобального развития XXI века»
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
（１）ソローキンと現代の世界
（２） ソローキンの学説から見た社会・政治的、
法的、経済的な問題の現代性
（３）ソローキンの社会学的遺産
（４）ソローキンの著作における文化哲学
（５）ソローキンの哲学、社会・文化人類学
（６）ソローキンの著作における予測と予言
（７）ソローキンの教育理念
（８） ソローキンの社会・文化的モデルと現代
の社会と文化的慣習
（９） 宇宙開発、地球上の生命、そして人類に
関する近代自然科学の考え方
　アレクサンドル氏はソローキン協会のホーム
ページ18 の管理人も担当している。したがって、
最近のソローキン研究の紹介や、アメリカにおけ
る利他主義研究の動向などは、随時、そちらの
ホームページで発表している。
　対談のあとアレクサンドル氏と連れ立って、ロ
シアの大型書店であるドムクニーギ（Дом книги
＝「本の家」の意）に立ち寄ることにした。社会
学の棚から、イサエフの『社会学の問題―利己主
義、友情、階級的利害』19 を見つけ出してくれた
のは、本当にありがたかった。昨年、訳出した
「哲学者としてのトルストイ」（前掲）でも取り上
げられている、このロシア社会学最初期の人物の
著作が、新刊本として存在していることも知らな
かった。
　次に、ドムクニーギの古書部門を調査した。１
年半前に来た時には、コヴァレフスキーの『現代
社会学（Современные социологи）』の第２巻が
あった。まだ売れ残っていたら、今回、買うつも
りであったが、あいにく売り切れていた。他にも
幾人かの社会学者の名前を挙げて書店員に検索し
てもらったが、いずれも在庫は無かった。やや気
になる本としては、チチェリーナ（Б. Чичерина）
の『科学の中の神秘主義（Мистицизм в наука）』
（写真）が4,500ルーブルで売られていた。初期の
ソローキンの著作は、神秘主義に近いものがあ
る。不可知なものに近づくための手段として、19
世紀末から、世界的に神秘主義という思想が流行
した。それがロシアでどのように受容されたのか
を考えることは、ロシアの学問の歴史研究とし
て、とても興味深いテーマである。ソローキン研
究に限っても、晩年の利他主義研究は、神秘主義
と科学とが結びついて、社会学の中に組み込まれ
たものである、とも考えられるからである。
　ともあれロ
シア革命前後
の書物の原書
は、たとえロ
シア国内の市
場に出回って
いたとして
も、ごくわず
かであるのは間違いない。部数も少ない上に、革
命期に廃棄処分となったものもある。ロシア国内
でも、数冊しか残っていないものも多い。検閲に
より出版できなかったものもある。マリーナ氏が
プーシキン博物館で発見した、あのソローキンの
原稿も、元はというと、革命後、編集者が隠し
持っていたものが、奇跡的に残っただけである。
前回訪れた時の、コヴァレフスキーの著作を買い
逃した苦い経験もあって、革命期の非マルクス主
義的な社会科学の本に出会った場合には、直ちに
購入しておくべきであるというのが、今回の教訓
となった。
　翌日、筆者
はひとりで、
モスクワの古
い通りとして
名高い、アル
バート通りを
歩くことにし
た。幾つかの
古書店が、露天で、机に本を積んで売っている。
社会学という分類のコーナーは、まず見つからな
いが、哲学などのコーナーに混じっていることも
ある。しかし比較的に社会科学関係の本を集めた
店でも、やはりレーニン以降のマルクス主義的な
政治経済学や哲学の本が大半を占めているといっ
ていいだろう。特に筆者の研究に関わってきそう
な本はなかった（写真）。
　ただ１冊だけ、今回購入したのは、今晩夜行で
向かうことになっているヴォログダを含む、北方
18   http://cliffstreet.org/index.php/home
19   Исаев, А. А., 1906 [=2010], Вопросы социологии. Эгоизм, дружелюбие, классовые интересы, Москва: 
Либроком.
― 18 ―
寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
ロシアの建築物を集めた大判の写真集である。そ
れは『12世紀から19世紀ロシア北部の建築』20 と
いうロシアで出された英語の本で、500ルーブル
（約950円）という安さであった。
８．交通の要所ヴォログダ
　夜行列車でモスクワのヤロスラヴスキー駅
（Ярославский вокзал）を出たのが９月18日21時、
ヴォログダに到着したのは、翌朝の５時であっ
た。寝台列車に乗ったのだが、相部屋で落ち着か
ず、寝台も狭く、あまり寝られなかった。夜明け
の車窓から見えるのは、ひたすら針葉樹林の風景
であった。
　初めて訪れる街の場合、文字情報や映像だけで
は、今一つその街の感じはつかみきれないところ
がある。いくら下調べをしてみたところで、現地
がどのような気風の街であるかなどは、やはり実
際に肌で感じてみるまでわからない。ヴォログダ
もそういう街であった。列車を下りてから、まだ
暗い駅周辺を見まわしてみると、決して田舎とい
うわけではないが、さびれた地方都市という感じ
の街であることがわかった。予想したよりも、小
ぢんまりとした街である。荷物を置きに予約して
いたホテルに行き、そのまま仮眠をとることにし
た。
　この街での調査の目的は２つあった。ソローキ
ンは、ペテルブルクへ行く前に、この街に立ち
寄っている。移動手段は船である。上記の自伝の
記述にもあった、クプチクという小舟で、いくた
びか港に停泊して、ようやくたどり着いたとい
う。その当時の船や港の写真でも残っていれば入
手したい、というのが１つめの目的である。調査
のサポートを頼んだのは、レオニード・セルゲー
ヴィチ・パノフ（Леонид Сергеевич Панов）氏で
ある。ヴォログダ国立大学（写真、大学構内の
レーニン像）の教授で、地元の地方史研究者でも
あった。彼はかねてよりソローキン研究も手掛け
ており、今回の調査には、またとない協力者で
あった21。
　当時の港の画像は、すぐに見つけてくれた（写
真、レオニード氏提供）。小舟クプチクの方は、
なかなか見つからないという。ずいぶん探したそ
うだが、１枚
もないそう
だ。写真に写
すに値しない
ボロ船なの
で、残ってい
ないのも無理
はないだろ
う。港は今、民間の船会社が所有しており、定期
就航便はないが、チャーターすると舟遊びができ
るとのことであった。
　このヴォロ
グダの街は、
ロシア革命の
時期に、革命
家の潜伏拠点
となった土地
でもある。社
会革命党に属
していたソローキンも、この地に隠れて、労働者
を相手に演説をおこなったことがある。ちなみに
スターリン（Иосиф Виссарионович Сталин, 1878-
1953）も、革命以前にこの地に潜伏して革命運動
を行っていたという。
　この街では、川の流れはおだやかで、時間も
ゆっくりと流れている。初秋の気配ただよう川沿
いの道を歩いていると、自然だけは当時のままの
風致を残していることが想像できた（写真、左側
にヴォログダ大学、右奥に聖ソフィア大聖堂があ
る）。
　この街の調
査の第２の目
的は、ヴォロ
グダからペテ
ルブルクへの
鉄道の旅を行
うことであ
る。ソローキンによる、例の無銭乗車でのペテル
ブルク行きの列車である。
　現在でも10時間以上かかる、決して近いとはい
えない距離である。当時はどれぐらいの日数をか
けていたのだろうか。９月21日、午前７時46分、
20   Fedorov, Boris Nikolaevich, ed., 1976, Architecture of the Russian North: 12th-19th Centuries, Aurora Art 
Publishers.
21   ヴェリキイ・ウスチュグとソローキンとの関係を論じた、レオニード氏の論文については、本稿注９を
参照のこと。
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
時間通りにペテルブルクのラドジェスキー駅
（Ладожский вокзал）に到着した。
　この鉄路の旅では、ささやかな発見があった。
それは、ソローキン当時はまだヴォログダからペ
テルブルクへの路線が、できていなかったという
こと。レオニード氏の教示によるのだが、この路
線は、ソローキンが利用したものとは違うという
ことである。ソローキンが実際に乗ったのは、
ヴォログダ駅からいったんヤロスラーヴリ
（Ярославль、地図⑥）駅へと南下し、ベジェツク
（Бежецк、地図⑦）駅を迂回してから北上し、ペ
テルブルクを目指す、という路線であったとのこ
とである。地方史に詳しいレオニード氏ならでは
の見識であった。
　もう１つ、レオニード氏の地方史家らしい知見
について触れると、ソローキンが船旅の途中で寄
港した船着場を言い当てたのもみごとであった。
その船着場とは、ソリヴィチェゴドスク
（Сольвычегодск、地図③）およびヴェリキイ・ウ
スチュグ（地図④）にあったらしい。
９．最終日のペテルブルク
　調査日程では最終日にあたる９月21日、午前中
は、エルミタージュ美術館（Эрмитаж）およびネ
ヴ ァ 川 を 隔 て た ペ ト ロ パ ヴ ロ ス ク 要 塞
（Петропавловская крепость）を見学した。そのい
ずれの建物にも、ソローキンが関わりを持ってい
るからである。ただし当時と同じ建物ではある
が、ソローキンに関する歴史的研究の呼称として
は、エルミタージュではなく冬宮（Зимний 
дворец）、ペトロパヴロスク要塞ではなくトルベ
ツコイ要塞刑務所（Тюрьма Трубецкого бастиона）
の方が、いっそうなじみ深い。
　冬宮といえば、1917年11月にケレンスキー臨時
政府が設置された場所であり、トルベツコイ要塞
刑務所は政治犯の牢獄が置かれた場所である。帝
政を倒す二月革命が起き、ケレンスキー内閣が成
立した。その時、ケレンスキーを支える秘書官を
務めたのがソローキンであった。この時、臨時政
府の建物とされたのが冬宮、すなわち現在のエル
ミタージュ美術館である。
　しかし、周
知のように臨
時 政 府 は、
レーニンのい
わゆる十月革
命により、短
期間で潰えて
しまう。ケレ
ンスキー内閣の要人は、亡命するか、殺される
か、牢獄に入れられるかした。牢獄に幽閉された
中の一人に、ソローキンがいた。トルベツコイ要
塞刑務所の文書館に残っている囚人リスト（Ф 
506 On 1 Д 1а Л 9об）には、51番目にソローキン
の名が記されている（写真、マリーナ氏資料提
供）。ネヴァ川を隔てて、かなり近い距離に冬宮
と刑務所とが並び立つ。政府の官僚から一夜にし
て囚人へと転落してしまう革命期の騒擾が、容易
に想像できた。
　ソローキンのペテルブルクでの生活は、はたし
て幸福なものであっただろうか。学校を転々と
し、革命運動家からケレンスキーの秘書官とな
り、いくたびもの投獄を経験する。文字通り、歴
史に翻弄されたソローキンであった。しかし、話
を教授資格の審査過程に限っていうなら、あるい
はソローキンは幸いだったといえるかもしれな
い。そのあたりの事情を、自伝の第６章に依りな
がら述べてみたい。
〔要旨〕 『長い旅路』第６章　教員になる準備：1914年～1916年
　ソローキンによると、ロシアで大学教員職を
得るための要件は、アメリカと似ているところ
も多いが、大きく違っているところもあるとい
う。大きな違いは、学位取得の審査を受けるま
での期間、必ずしも授業に出る必要がないこと
である。また修士号の取得をもって教授の資格
を有するとみなされていたことである。博士
は、真にぬきんでた業績を重ねた人のみが有し
ていた。というのが、ロシアの教授資格の特徴
である。
　修士号の取得には、下記のような審査を通過
しなければならない。第一段階で口頭試問を通
過すること。第二段階で、国内の優れた大学教
員からなる組織委員会による、公開での質疑応
答の審査会を乗り切ること。この２点がクリア
できれば、教授の資格が与えられることにな
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
る。また、ごくまれなケースとして、すでに顕
著な業績を残している学者に対しても、教授の
資格が与えられることがある。例えば宗教哲学
者ソロヴィエフ（Владимир Сергеевич Соловьев, 
1853-1900）や統計学者チュプロフ（Александр 
Александрович Чупров, 1874-1926）や経済史家
ストルーヴェ（Петр Бернгардович Струве, 1870-
1944）などが、その例外的な学者である。
　大学教員の職位としては、教授と講師とが
あった。一般に、給料は正教授の方が高い。し
かし講師の場合は、学生から講師料を徴収する
ことができる。したがって人気のある講師は、
正教授よりも高額の給料を手にすることとな
る。そのため、あえて講師職に留まる学者も少
なくなかった。例えばペテルブルク大学につい
ていうと、トゥガン＝バラノフスキキーやゲオ
ルギエフスキー（Павел Иванович Георгиевский, 
1857-1938）が、そうした部類の人気講師であっ
た。
　ではソローキンは、どのようにして修士号を
取得したのであろうか。ソローキンが修士号審
査の申し出をした後、まずは膨大な文献リスト
が渡された。ロジン（Николай Николаевич Розин, 
1871-1919）からは500本の刑法学関連の文献リ
スト、ジジレンコ（Александр Александрович 
Жижиленко, 1873-1930）からは刑事手続きにつ
いての250本のリスト、ラザレフスキ （ーНиколай 
Иванович Лазаревский, 1868-1921）からは憲法
学に関する150本のリスト、というようにであ
る。これらの本を全てマスターしてから、修士
号の公開審査を受けることを、再度申請するよ
うにと告げられる。
　通常、修士号審査候補生は、海外で研究する
ようになっていた。しかしソローキンがその準
備を始めた1914年当時、ロシアは第一次世界大
戦に巻き込まれていた。したがって彼は海外に
出ることができなかった。しかたなくソローキ
ンは、ロシア国内での研究を余儀なくされた。
　しかし、そうした海外との隔絶したさなかに
あっても、世界的に名の通った学者を輩出する
ことができた、とソローキンはいう。例えば現
象学的社会学者のギュルビッチ（Георгий 
Давидович Гурвич, 1894-1965）や法社会学者の
ティマシェフ（Николай Сергеевич Тимашев, 
1886-1970）、あるいは憲法学者のラゼルソン
（Макс Яковлевич Лазерсон, 1887-1951）などで
ある。彼らはみなソローキンと同じ時期に、ロ
シア国内に留り、修士論文を準備した学者たち
である。
　ソローキンは、1916年10月公開審査を行う。
ここでの口頭試問も、やはりアメリカの博士号
の口頭試問よりも、はるかに厳格であるらし
い。というのも第一に、口頭試問の期間が長
い。ロシアの場合、４日間が試験に費やされ
る。ソローキンには、刑法、刑事手続き、憲
法、そしてそれらに関係する論文の作成が課せ
られていた。第二に審査が公正かつ厳粛を極め
る。審査員には、法学の専門家のみならず、多
様な専門を持つ学科の学者の他、関心を持つ教
員や学生なども多数加わった。試験を受けるも
のは、こうした聴衆の面前であびせられる数々
の質問や批判の１つ１つに答えなければならな
い。そうした質疑応答の時間は、５時間から７
時間にも及んだ。
　かつてないほどの興奮とひらめきの経験を得
た、とソローキンは当時を述懐している。こう
した審査を経てソローキンは、1913年に出版し
た『罪と厳罰』をもって、刑法の分野での修士
論文として提出することにした。予定どおりこ
とが運べば、1917年３月には修士号が授与され
るはずであった。しかし時代がそれを許さな
かった。同年に起きた二月革命が、その予定を
狂わせたからである。大学の機能がストップし
てしまったため、ソローキンは修士号を取得す
る機会を逸してしまった。やむなく審査は無期
限延期を余儀なくされた。
　その後の、1918年から1920年の間は、ソロー
キンにとっても、かなり厳しい状況が続いた。
そのような中でも、彼は『法の一般理論（Элементарный 
учебник общей теории права）』（1919年刊）およ
び『社会学の教科書（Общедоступный учебник 
социологии）』（1920年刊）、ならびに『社会学
体系（Системе социологии）』（1920年刊）など
の著作を書き継いだ。革命の喧騒冷めやらぬ時
期である。出版は難しかった。それを出版に導
いたのは出版社の友人セデンコ（Ферапонт 
Иванович Седенко,1886-1938）であった。彼は
ヴィチャーゼフ（Витязев）22 との異名を持つ。
『社会学体系』を出版にこぎつけてくれた働きに
ついてソローキンは、セデンコによる「英雄的
な努力」、と称えている。ことが動きだすの
は、ようやく1921年の終わりになってからであ
る。ペテルブルク大学法学部学科長と学科教員
とが、ソローキンに博士論文を提出するように
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
求めてきたのだった。
　1922年４月22日、学位審査特別委員会が設置
された。口頭試問の様子は、『エコノミスト』
第４号～５号（«Экономист» № 4-5, 1922 г.）に
報告されている。学部を率いていたグレーヴス
（Иван Михайлович Гревс, 1860-1941）が委員会
を取り仕切った。まずソローキンの履歴書と著
作リストとが読み上げられた。論文に関する論
点の整理および方法と目的が述べられた。その
後、総評に続き、批判点や曖昧なところの指摘
がなされる。批判を述べる役目を担ったのが、
タフタレフ（Константин Михайлович Тахтарев, 
1871-1925） とカレーエフ（Николай Иванович 
Кареев, 1850-1931）であった。批判をことごと
く退け、満場一致で博士号が認定された。もう
数か月遅れていたら、ソローキンは博士号を取
得できなかったであろう。1922年９月に国外追
放の処分を受けたからである。
　その後、ソローキンは亡命知識人として、しば
らくチェコスロバキアに留まった後、最終的には
アメリカに渡り、世界的な社会学者として大成す
る。これらについては、次回以降の調査の課題と
なろう。
　さて、いよいよ今回の調査の最終日である。9
月21日の午後、筆者はペテルブルク大学准教授デ
ニス・ミローノフ（Денис Викторович Миронов）
氏と会う約束をしていた。上記のアザラン氏の教
え子でもあるデニス氏は、特にマキシム・コヴァ
レフスキー（Максим Максимович Ковалевский, 
1851-1916）の社会人類学的側面を追うという研
究を続けている。
　一般にコヴァレフスキーといえば、歴史や法制
史の専門家として通っている。またロシア社会学
の黎明期を切り開いた人物で、ソローキンの師の
一人としても知られている。具体的には、古代法
や共同土地利用の研究などを行っている。当然、
調査するフィールドの古代から現代までの様々な
民俗や生活や習慣にも詳しくなる。だから自然と
社会人類学者にもなる。そのように語るデニス氏
は、ペテルブルク大学で初となる社会人類学の分
野での博士論文の作成者であると、自己紹介をし
てくれた。
　デニス氏の
おかげで、コ
ヴァレフス
キーが住んだ
ことのあるア
パートを２カ
所まわること
ができた（写真）。ソローキンの住居と比べる
と、たいへん豪華な造りのマンションであった。
改めてウクライナの貴族出身のコヴァレフスキー
の風貌がしのばれた。
まとめにかえて
　ソローキンを通じて、ロシアの研究者や学生た
ちと出会い、あるいは日本にいては細かな情報の
入らない未知の街を訪ね歩くことができた。各地
で多くの研究者の知遇を得た。筆者の調査の目的
に沿って日程を調整し、関係各所に連絡を取り、
惜しげもなく研究成果や収集資料を見せてくれ
た。感謝してもしきれないぐらいの恩義を感じて
いる。未知の異邦人に対する、この無償の援助と
いうのは、むろんロシア人学者の美徳であるのは
間違いない。しかし、さらに立ち入っていうと、
それはロシア人の学問的コミュニティというもの
への信頼によって成り立っているのではないだろ
うか。
　思うに、寒村出身者のソローキンが世界的な社
会学者にまで成長するためには、この学問的コ
ミュニティの存在なくしてはありえなかったであ
ろう。ソローキンの才能をいち早く見抜いたジャ
コフは、彼をペテルブルクに招いた。チェルニャ
エフは、夜学において田舎出身の彼に対しても、
分け隔てなく高度な学問を学ぶ場を提供した。心
理精神研究学院時代には、ペトラジツキーをはじ
め、ドロベルチ、コヴァレフスキー、ベフテレフ
らの学殖に触れることができた。ソローキンのあ
またの疑問や質問に、飽くことなく答えてくれ
た。逆にまたソローキンも、彼らからの将来への
22   セデンコについては、上記のレオニード氏の下記の論文を参照のこと。Панов, Л.С., 1995, Переписка 
Ф.И. Витязева и В.Н. Трапезникова (Из истории Вологодского общества изучения Северного края) // 
Вологодская старина. Послужить Северу: ист.-худ. и краевед. сб. Вологда,С. 117-120.
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寒村トウリヤからサンクト・ペテルブルク大学までの足跡を追って
期待を一身に受けた。そして、その期待に応え
た。彼のペテルブルク大学への転学は、まさに、
そうした縁により可能となったものである。そし
て幾多の困難を乗り越え、彼の博士号の学位取得
を進めてくれた。
　こうして社会学者ソローキンは誕生した。革命
の後、彼はレーニンに死刑を宣告される。やむな
く彼はベルリン、プラハを経て、アメリカに渡る
こととなった。どこへ赴こうと、彼は温かく迎え
入れられた。それは彼を受け入れる、学問的コ
ミュニティがあったからに他ならない。
　社会学をはじめとする学問の研鑽により、ソ
ローキンは自らを受け入れてくれる学問的コミュ
ニティの輪を着実に広げることができたのであ
る。現在のロシアにも、その学問的コミュニティ
は根付いている。筆者が身をもってそれを確信で
きたこと、それが今回の調査旅行の、最大の収穫
である。
